
不忍薩諜製応舗龍野課円強6年7月)

平成6年8月4日

制封蝋合研究所

倭託者:建設省、国土庁)

1.不毅産業現歪営の樹兄

アンケート菰匝をもとに7月1B時点の不議産業知経営の胤児について不忍震設笥設局楼主を均戎し、

業種毎の経営の樹忠(現地を見てみると、住主・帯断譲業は十2. 3、ピコレ賃貸掛{-39. 7、

荷歯滞重業が-3 O. 9であり、ピル賃貸業主荷風荷量業は経営の樹肋溶いという見方カ多いれ

住宅・型船穣業では経営の出版良いという貝方がやや多い。前田鹿鞘宗と上撤して、住宅・君主

分譲業はわずかに改善しているれビル賃貸業はわず点、に割じ不忍庭澱諜は朝包している。 3ヶ月

後の経営の周重しにつしても、ビル賃貸業は-2O. 5と悪1じするとの見方か多いれ住宅・哲也う譲
業主不忍画部監業は、それぞれ-O. 8、-3. 3と改善するとの見方と悪化するとの見方カ常識して

いる(表1)。

表l 荷産業戴兄指数について (6年7月1B時尉

7月1日琴駐 惨考)前回陸時点 (4月1日)

経営の樹兄 3ヶ月後の経営の 経営の府兄 3ヶ月後の経営の

見通し 見通し

住宅・窃起耀業 2. 3 - O. 8 O. 8 1 1. 9 

ビル賃貸業 3 9. 7 -2 O. 5 3 7. 2 2 5. 6 

不叢歯茄重業 -3 O. 9 - 3. 3 -1 O. 1 1 5. 2 

不喜雄業菊五主旨数の向紡法については以下のとおり。

:不動主輸局撒=

{ (良いとする回答数X2十やや良いとする回答劉

一(やや惑いとする医搭数十惑いとする巨塔数x2)}+2+全恒階数x1 00 

-・ e ・・ー ーーーー--....---ーー・ ー一 一・ー ‘ーーー ー ・ーー・ーーーー々 e・...ー一 ー _.......ー一一ーー・ー ー-ー一ーー._._--ー ーーー一一ーーーーーーーーーー

注:不ヨ産業製兄指数は、回答の全てカ糧営の状況を良いとする場合十100を示し、

回答の全てカ耀営の制見を惑いとする場合は一100を示す。
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不動産業業況指数の経緯

図 1-1 経営の状況
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(参考)荷酪叙浅草兄に関するアンケート自歪酔結果について

組-1 7月1日現在の経営の状況

良い やや良い 韻盈

住宅・事的譲業 1{ 1. 5) 1 8 (27.7) 3 2 (49. 2) 

ピル賃貸室長 。(0.0) 3 ( 7.7) 9 (23. 1) 

不毅産ij[品業 1 ( L3) 4(5.3) 2 8 (36. 8) 

表1-2 7月l日現在の3ヶ月後の経営の見通し

良くなる やや良くなる 翻つらない

住宅・宕船譲業 3(4.6) 1 0 (15.3) 3 6 (55. 3) 

ピル賃貸業 。(0.0) 3 ( 7.7) 2 1 (53. 8) 

不事産蹴諜 。(0.0) 2 0 (26.3) 3 4 (44. 7) 

現.-3 前田鹿描点 (4月l日)の経営の状況惨考)

良い やや良い 甑亘

住宕・君必7譲業 6(9.5) 1 8 (28. 6) 1 3 (20.6) 

ビル賃貸業 1(2.6) 。(0.0) 1 2 (30. 8) 

荷産減臨 2(2.9) 2 2 (31. 9) 1 5 (21.7) 

錨直内iま蛤ω)

やキ痕い 悪い

1 1 (16.9) 3(4.6) 

2 0 (51. 3) 7 (17. 9) 

3 3 (43.心 1 0 (13. 2) 

やや悪くなる 悪くなる

1 5 (23.1) 1 ( 1.5) 

1 1 (28. 2) 4 (10. 3) 

1 9 (25.0) 3(3.9) 

やや悪い 悪い

2 1 (33.3) 5 ( 7. 9) 

2 1 (53.8) 5 (12. 8) 

2 0 (29.0) 1 0 (14. 5) 

表1-4 前田!龍鞘点 (4月l日)の3ヶ月後の経営の見重し(参考)

良くなる やや良くなる 翻つらない やや慈くなる 悪くなる

住宅・哲也分譲業 2(3.2) 2 3 (36.5) 2 7 (42. 9) 1 0 (15.9) 1(1.6) 

ピル賃貸業 。(0.0) 2(5.1) 1 8 (46. 2) 1 6 (41. 0) 3(7.7) 

不毅歯海産業 2(2.9) 2 7 (39.1) 3 3 (47.8) 4(5.8) 3(4.3) 
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2.業調副の蹴甘・販売耐繍向等

(1)住箔・哲也う譲業

住宅・君臨う譲業m用地取得件数の動向については、全体の50%5齢、背欄と比べて横ばいと回
答しており、湖国傾向とする巨臨fこれに続く。蹴切特交の動向については、全体で古棚と比べて

横はいとする巨塔カ前45%で最も多く、増力国際向とする回答がこれに続く。租車戸数の動向につ

いては、減少頓向にあるとする回答と横はいにあるとする骨轄州~4 5%づっ廿訪tしている。販

売価静動向については、全体で古棚と比べて変わらないする回答締句65~ゑ 1Iff傾向にあると

する回答時加害Iである(表2-1)。

表2-1 住宅・窃断穣業Di矧について

用地JW樹宅数 国務切轍 在庫戸数 販売鮒告の動向

区分

言十 (1): (2) (3) 言十} (I) (2) (3) 言十 (I) (2) (3) 計。 (I) : (2) (3) 

i首 横 減 I凶ロ 横 減 減 横 増 上。 変 低

加 ば 少 加 1;1' 少 少 ば 加 昇 わ 下

傾 傾 傾 L 、t 傾 {限 L 、 傾 傾 b 領

圏域 向: 向 向 向 向十 向 向i な 向
¥， ) : 

全 実数 68:21:36:11 156: 6 1 : 7 2 : 2 3 160: 7 3 : 7 1 : 1 6 73 : 3: 4 8 : 2 2 
-_........合唱....・・・..............__......................・.....__.....................ーー・...........・._."' ...............ーーー合唱ー・，・..

% !日O.9 : 52. 9 : 16. 2 39.1 : 46.2 : 14. 7 45. 6 : 44. 4 : 10. 0 4.1 65. 8 : 30. 1 

東 実数 30: 7:20: 3 65・26:31: 8 67: 30: 28: 9 33: 1:22:10 

京 -・・・---_..-‘・，."ー"ー...・.............. ・・・...・............ー....ーー・ー・・ーー"合唱ーーー・，ー・ーー.....ー・・ー..骨骨骨・ー.司唱曲圃圃圃 a・，- .--------・‘...-

毘 % : 23. 3 : 66. 7 : 10. 0 40. 0 : 47. 7 : 12. 3 44.8: 4L8: 13.4 3.0:66.7:3札3

体
e・"・-・・ -咽: 

大 実数 17: 6: 7: 4 42: 2 0・17: 5 43:24:15: 4 17: 1: 1 2: 4 

阪 ー._--，.ーー・ーーー・ーー・ー・ ...............・・..........・....................・・・ー........‘ー.........__......__..............-..・......
-・ ー

圏 % i35.3i4L2i23.5 : 47. 6 : 40. 5 : lL 9 :55.8:34.9: 9.3 5.9: 70.6: 23.5 

注1) 1業者れマンション、戸建て、土地のそれぞれについて医塔したものを合計してし、

るため、項目によっては匝洛主主治fアンケート回収数を上回っている場合がある。

2)東京圏:茨城黒埼E黒千葉思東諸s.-桝漆)1/民
対趨:鵡問守、対閥、具翠黒、奈良県(表 2-2について同樹。
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(2)ピル賃貸業

空室の樹兄について比全国で6鰯弱、官蹴と比べて横lまいと回答している。蹴法誹lの動向に
ついては、全留で自繍と翻つらないとする回答が5割齢、低下傾向にあるとする回答が4魯胎を

占め丸東京歯では6割弱港E下傾向L約35%カ渡わらないとする回容であった。(表2-2)。

基宏一2 ビル賃貸業'Oili兄について

竺窪の樹兄 成制誹lの動向
区分

計 (1) ， (2) ， (3) 言十 (1)， (2) ， (3) 

減: 上: 変:横: 増 イ民

少: ば: 力日 昇 I ゎ: 下

傾: し、 I 傾 傾: b: 傾

向。 向 I な白圏域 向 向

し、 I

実数 54，1131，12 30， 1，16，13 

全体
冒- 色・ 咽. 

'ーー--合唱"合唱.................__..-.......ーー-ーーー.._..-_...・.......晶..-

% ι20. 4 ， 57. 4 ， 22. 2 3.3，53.3，43.3 

30 ， 実数 6 ， 1 7 ， 7 14， 5， 8 

東京産量 ー----.-............令..........ーーー，司....合司合唱"・・ ー.__...._--・v・a・・・-.-・..-・ー_.・

， 20. 0 ， 56. 7 ， 23. 3 % 7. 1: 35. 7 ， 57. 1 
・.・

実数 10， 3 ， 3 ， 4 5， 0・ 3 ， 2 

メdlEi.圏 ー--_.......ー....."‘・・....ーーーー.....ーーーーー ..晶司・........-ー----..‘噌‘.-.-・‘・.. 

% ， 30.0 ， 30.0・40.0 O. 0 ， 60. 0 : 40. 0 
.・

注:1業者れ各出或iこついて回答しているため、項目によっては回答数カサンケ

ート回収数を上回っている場合がある。
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( 3 )不動産流通業
売却依頼、購入依頼及ひー成約の動向については、前期(平成6年 1月-3月)と比絞
して、減少傾向であると回答した地域数が増加している。取引価格の動向については、 : 

前期と同様、横ばい傾向であると回答した地域数が多くなっているが、前期と比較して、 i

やや下溶傾向であると回答した地域数が増加している。

表2-3売却依頼の動向

¥ 
増加している地域 横ばいの地域 減少している地域

4月 5月日月 4月 5月 日月 4月 5月 6月

中古マンション 3 1 7 2 4 2 2 1 5 8 B 

中古戸建住宅 。 2 5 2 3 2 6 7 1 0 日

土 地 。。 2 2 2 7 2 6 1 1 日 B 

表2-4購入依頼の動向

¥ 
増加している地域 横ばいの地域 減少している地域

4月 5月 6月 4月 5月 6月 4月 5月 日月

中古7 ンション 。 。1 6 1 9 1 3 1 7 1 3 2 0 
中古戸建住宅 7 2 3 1 3 2 4 2 5 1 3 7 5 
土 地 2 5 2 1 9 2 4 2 4 1 2 4 7 

表2-5成約の動向

¥ 
増加している地域 横ぱいの地減 減少している地域

4月 5月 日月 4月 5Jl I 6月 4月 5月 8月

中古マンション 2 3 1 3 2 3 1 4 1 9 B 1 6 
中古戸建住宅 2 2 1 6 2 4 2 3 1 5 8 8 

土 地 。l 1 2 2 8 2 2 2 0 5 1 0 
表2-6取引価格の動向

下て
上昇 やや上昇 横ばい やや下落 下落

H I 5s I 6s 4s I 5s I 6s 4s15s16月 4月 5月 6ft 4Jll5RI6月

中古マンション 。。。。o I 27 22 11 6 11 22 。。。
中古戸建住宅 。。。。。o I 33 30 30 3 3 。 。
土 地 。 。o I 33 33 31 G 。2 
注)三大都市圏及び地方主要都市を 33地域に区分し、中古マンション、中古戸建住宅

及び土地の取引量及ひ‘取引価格について、前月と比較した動向を整理したもの。各数

値は、地域数を示す。
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(参考)

ヨ騒の概要
1. 目的

材組立、不慰産市場の動{弘親等について、師齢、つ迅速に把慢することにより、建設・

国土行敢に資することを目的とする。

2.司極致橡

三大室肺冨及び地佐野s市において不毅産業を勧業者を対象に、補産業再D業種(住宅・

窃齢譲業ビル賃貸業有組制閥、事期摸伏手業者、中ノj合結)等を却意して、

278業者進駐した。

3.髄鞘期

缶四半期(1月、 4月、 7月、 10月)

4.讃箇頚自

在耀営の樹兄

信鵬!府兄等抜高欄広取刊耐名の樹兄等)

5.髄芝方法

垂腿ヨ去によるアンケ ト司置査

6. W霊蚕繍菊

建設省及び国土庁め費接受けてL財団主人士却総合研野庁笹田事石原舜介)瑚騒を実

抱

なまえ不事題茄重業に係る聴附兄等については、建設省の季語能受けて財百怯人土雄総合研

弼肋咳菰している C南握緬絡動隔!誼(モニター読図 Jより51用。

惨考)今回のアンケー卜回収率は次のとおり。

対多数 陣殴t
住宅・窃掛譲業 112 74 
ビル賃貸業 54 3 9 
不事産揃諜 112 7 6 

計 278 1 8 9 

ー7-

回収率

66. 1% 

72.2目

67. 9郎

68.日目 照合せ:

(財)土踊訟合研安所

fffi!l!盟三j甫

fi03 (3583) 2391 


